
交換方法

1. スピンドルユニットの取り外し

A スピンドルユニットカバーを取り外す。

1 六角ドライバーを使って、キャップスクリューを外す。

2 プラスドライバーを使って、ネジ 2箇所を外す。

スピンドルユニット

※ 1箇所のネジだけ種類が違います。
注意して保管してください

キャップスクリュー

スピンドルユニットカバー

ネジ（2 箇所）

六角ドライバー

プラスドライバー
（市販品）

このネジには触らないこと

六角レンチ（2.5 mm）

EGX-360 をご使用の場合
レーザーユニットのキャップスクリューを緩めておきます。

B モータープーリーを固定しているキャップスクリューを
緩める（3箇所）。

六角レンチ（2.5 mm）

モータープーリー

キャップスクリュー（3 箇所）

このキャップスクリューには触らないこと

C ベルトを取り外す。

ここを押すと外れやすくなります。

ベルト

モータープーリー

同梱物

ベルトスピンドルユニット 六角レンチ（2.5 mm）

交換のための準備

警告 交換作業をするときは、本体の電源スイッチをオフに
し、電源プラグをコンセントから抜く。

通電したままでは、けがや感電の恐れがあります。

注意 交換作業はツールを取り外した状態で行うこと。

刃先に触れるとけがをすることがあります。

注意 加工直後はスピンドルユニットに触れない。

やけどをすることがあります。

同梱品以外に用意するもの

•	 	市販のプラスドライバー

•	 加工機本体に付属の六角レンチ（3	ｍｍ）

•	 加工機本体に付属の六角ドライバー

手順

A ツールをすべて取り外す。

B スピンドルヘッドを本機手前側に移動し、動作範囲の一
番下まで下げる。

C 本体の電源スイッチをオフする。

D 電源プラグをコンセントから抜く。

ツールの取り外しやスピンドルヘッドの移動方法については、
加工機本体の取扱説明書を参照してください。

D スピンドルユニットを取り外す。

スピンドルユニット

キャップスクリュー
六角レンチ（3 ｍｍ）

2. スピンドルユニットの取り付け

A スピンドルユニットを取り付ける。

六角レンチ（3 ｍｍ）

キャップスクリュー

スピンドルユニット

すき間がないようにする。

B スピンドルユニット、モータープーリーの順にベルトを
かける。

モータープーリー

ベルト

スピンドルユニット

ここを押すとベルトをかけやすくなります。

白線が外側

C ベルトの位置を調整する。

モータープーリーを回すとベルトが移動します。左右どちら
かに回しながら、下図の位置にくるように調整してください。

モータープーリー スピンドルユニット

ベルトの位置

真ん中まで移動させる。

D モータープーリーを固定する。

キャップスクリュー
（3 箇所）

六角レンチ
（2.5 ｍｍ）

モータープーリー

このキャップスクリューには触らないこと

E スピンドルユニットカバーを取り付ける。

このネジには触らないこと

六角レンチ（2.5 ｍｍ）

EGX-360 をご使用の場合
レーザーユニットのキャップスクリューを締めます。

1 プラスドライバーを使って、ネジ 2箇所を締める。

2 六角ドライバーを使って、キャップスクリューを締め
る。

スピンドルユニット

※ 1箇所のネジだけ種類が違います。
取付け時にはご注意ください

キャップスクリュー

スピンドルユニットカバー

ネジ（2 箇所）

六角ドライバー

プラスドライバー
（市販品）

3. スピンドルの慣らし運転

スピンドルの慣らし運転を行う。
スピンドルユニットの交換直後は、スピンドルの慣らし運転
を行ってください。慣らし運転の方法については、加工機本
体の取扱説明書を参照してください。
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